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圧力カバー

①電源スイッチ

電源スイッチを押して、オン/オフになります

②設定

設定ボタンを押して、モードを切り替えます。

「お湯（Boiling）」「保温（Keep Warm）」

「お茶（Tea）」「ミルク作り（Milk ）」

4つのモードがあります。

③温度調整

”△”と“▽”ボタンを押して、昇温または降温ができます。

※温度調整は保温モードしかつかえません。

①起動：

先ずは適量な水をボトルに入れて、そしてシガーケーブルで給電して、

ディスプレイの電源スイッチをオンにする

②モード選択：

電源スイッチオンにしてから、設定ボタンを押して、モードを選択してください。

③「お湯（Boiling）」モード：

当該モードを選択する時、ディスプレイの文字が点灯し、水の実際温度を表示する。

お湯が沸騰すると、電気ケトルは加熱を停止し、ブザーが2回鳴ります。

④「保温（Keep Warm）」モード：

当該モードを選択する時、ディスプレイの文字が点灯し、水の実際温度を表示する。

“△”と “▽”ボタンを押して、温度設定ができ、この時、ディスプレイが実際温度と設

定温度を交互に表示され、設定した温度に達すると、電気ケトルは加熱を停止し、保

温して、ブザーが2回鳴ります。

⑤「お茶（Tea）」モード：

当該モードを選択する時、ディスプレイの文字が点灯し、水の実際温度を表示する。

お湯が沸騰すると、電気ケトルは加熱を停止し、温度が90℃を保持して、ブザーが

2回鳴ります。

⑥「ミルク作り（Milk ）」モード：

当該モードを選択する時、ディスプレイの文字が点灯し、水の実際温度を表示する。

お湯が42℃に達すると、電気ケトルは加熱を停止し、温度が42℃を保持して、

ブザーが2回鳴ります。

「E1」は電源電圧が低すぎること

「E2」は電源電圧が高すぎること

「E3」は過熱保護状態で、ヒーターの温度が高すぎるか、または温度制御

プローブが短絡していること

「E4」は水温プローブに開回路およびその他の不具合があること

「E5」は水温プローブ温度が高すぎるか、短絡およびその他の不具合があること

「E6」は加熱電力が低すぎること、車出力電流が低すぎること

「E7」は10分間加熱しても温度上昇なしのこと

「E8」は加熱ディスク開回路または温度が低すぎる（-15℃以下）こと

      エラーが出る場合、先ずスイッチをオフし、対応するエラーコードの指示に従っ

てトラブルシューティングしてください。それでも改善できない場合は、販売元に連

絡してください。

1、電気ケトルの水は最高水位を超えないようにしてください。

2、加熱過程の圧力カバーと下カバーの間の隙間は少量の蒸気放出があり、

やけどを防ぐために特別な注意を払う必要があります。

3、車の運転時、電気ケトルを転倒しやすい所に置かないでください。また電

源ケーブルも運転操作に影響を与えないように設置してください。

4、水を飲んだり注いだりする時、電源オフ＆電源ケーブル外しにしてください。

5、電気ケトルのメンテナンスについて、内部回路への損傷を防ぐために、水洗

いは禁止です。濡れた布を使用して拭くいてください。

6、電気ケトルの使用環境温度は5℃-40℃を推奨します。

7、車のエンジンが切れているときは、この製品を使用しないようにしてください。

8、蒸気孔を塞ぐことを防ぐために、固体の加熱は禁止です。

9、電熱ケトルは、オーバーフローによるやけどを防ぐために使用するときに蓋

がしっかりと締めらていることをご確認ください。

本製品を使用するとき何かご不明な点がございましたら、

販売元まで連絡して下さい、誠心誠意をもって

対応を取らせていただきます。
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96W
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電気ケトル 1

1

1

シガーケーブル

説明書

数量

1.保証期間

本製品の保証期間は、購入日から起算して1年間とし、購入証明書（注文番号）

の提出を条件とします。

2.保証範囲

保証期間内において、製品品質による不具合の場合、無料修理及び破損部

品の交換の対応が可能です。

3.保証対象外

保証期間内であっても、次のいずれかに該当する場合は、有料で修理交換

の対応が可能です

①. 不適切な取り扱い、使用、メンテナンス、保管による損傷。

②. 当社指定のアフターサービス拠点で分解・修理を行わず、お客様ご

     自身で分解・修理を行った場合。

③. 保証書や製品購入の請求書を提供することはできません。

④. 購入証明書の型式が保証書と一致しない、または変更されている。

⑤. 使用者の電源が定格値を超えて破損した場合。

⑥. 不可抗力による破損。

設定

昇温

降温
電源ボート

電源スイッチ

ディスプレイ


